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試料• 素材 組織 厚さ 糸密度（本/cm) 剛軟度 (mm)
(mm) たて よこ たて よこ 平均値
① オーガンジ一 ホ100リ%エスフフレ 平織り 0 10 40 40 46 56 51 
② オクーリスガタンルジ一 ボ100リ%エスナル 平織り 0 10 39 37 58 84 71 
③ タソエフプタ インク パ100リ%エスプIレ 平織り 0 12 64 36 55 53 54 
④ デシン ホlOOリo/oエスプル 平織り 0 18 75 42 22 20 21 
⑤ ジョーゼット ポ100リ%エスナル 平織り 0 22 46 36 17 15 16 
⑥ 夕ノ＇」ロンタフ ナ10イ0%ロン 平織り 0 12 43 38 51 45 48 
⑦ モアスク リリルン ア0ク%リル10 平織り 0 29 22 15 34 30 32 
アセテート アセプート⑧ タフタ 100% 平織り 0 10 42 33 46 32 39 







から、家庭でも手軽にできる100℃の熱水で3分、 5分、 10分、 15
分の4段階の時間で各試料3枚を熱水処理した。熱水処理後す
ぐに水に浸して冷やし、自然乾燥させ乾燥後に縫い糸を解き直
後の試料の幅をはかり、 L1とした。 (15-Ll--;-15-2.5) X 100 =セッ
ト率（％）とし、 3枚の平均値を求めた。その後図3のようにギャ
ザーが伸びる方向に5.59Nの荷重を5分間吊り下げ、除重後1 日
放置し試料の幅をはかりL2とした。 (15-L2---;-15-2.5)X 100=1 日
後のセット保持率（％）とし、 3枚の平均値を求めた。図4は試料2
の 1 日放置後の状態を示す。
函 2 :2.5an幅に縫い絞る 図 3 :5.59Nの荷重 圏4: l 日放置後の試料 2
3 結果
































































































3分 5分 碑 碑
ナイロンタフタ
衣服造形のための熱可塑性を利用したギャザ一絞り加工のテキスタイルと作品
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級作品として制作し、 2017 年1月 21 日国際デザインセンターにて
発表した作品である。
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